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類別作付（栽培）販売目的経営体数

野菜類(露地)

18%

野菜類（施設）

7%

果樹類（露地）

13%

果樹類

（施設）

1%

花き類・花木

（露地）

2%

花き類・花木

（施設）

2%

稲（飼料用を

除く）

36%

麦類2%

雑穀

1%

いも類

5% 豆類

2%

工芸農作物

3%
その他（稲

（飼料用）

を含む）

8%

● 農業経営体の状況

〇 関東農政局管内（以下「管内」という。）の農業経営体数（令和７年）は、202,410経営体となっており、全国の

24%を占めている。
〇 販売を目的とした類別作付（栽培）販売目的経営体数でみると、管内では野菜経営体が全体の25%を占め

ており、稲（米）に次いで高い割合となっている。

〇 野菜販売農家の主副業別割合（令和２年）をみると、管内平均は全国水準とほぼ同程度であるが、茨城県、
栃木県、千葉県の３県では主業農家数の割合が４割を超えており、農業所得を主とした自営農業に従事して

いる農家が多い。

野菜販売農家における主副業別割合

資料：農林水産省「2025年農林業センサス」 資料：農林水産省「2025年農林業センサス」
資料：農林水産省「2020年農林業センサス」
注：関東農政局計は都県の積上げ値
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関東管内
188,530経営体

(100％)
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● 農業産出額

注：１ 全国及び管内の産出額は、都道府県値を積み上げたものである。
２ 統計数値については、端数を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。
３ （ ）内は、構成比である（以下同じ。）。）内は、構成比である（以下同じ。）。
４ 構成比については、表示単位未満の数値で算出しているため、表示上の数値で算出した構成比が一致しない場合がある（以下同じ。）。

○数値は､都道府県順位

全国・農政局別 部門別（管内） 都県別（管内）

○ 管内の農業産出額（令和６年）は２兆6,142億円で、全国の24％を占めている。
〇 部門別にみると、野菜が8,466億円（全体の32％）で最も多く、畜産（6,875億円）、米（5,236億
円）を上回り１位となっている。

〇 都県別では、茨城県が5,494億円（全国３位）で最も多く、次いで千葉県が4,533億円（同４位）、栃木県が
3,448億円（同９位）となっており、全国上位に位置する県が多い。

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」

２

北海道 

14,817

(14%)

東北 

18,353

(17%)

関東 

26,142 

(24%)

北陸 5,145

(5%)

東海 6,221

(6%)

近畿 5,660

(5%)

中国四国 

10,508

(10%)

九州 

20,446

(19%)

沖縄 909 (1%)

全国
10兆8,200
億円

(100％)

野菜 

8,466 

(32%)

畜産 

6,875 

(26%)

米 5,236 

(20%)

果実 

2,896 

(11%)

花き 

1,077 

(4%) その他 

1,592 

(6%)

関東管内
2兆6,142
億円(100％)

関東管内
2兆6,142
億円(100％)

③ 茨城 

5,494 (21%)

⑨ 栃木 

3,448 (13%)

⑮ 群馬 

2,868 (11%)
⑳ 埼玉 

1,929 (7%)

④ 千葉 

4,533 (17%)

㊼ 東京 226 

(1%)

㊷ 神奈川 

744 (3%)

㉙ 山梨 1,298 (5%)

⑪ 長野

3,206 (12%)

⑱ 静岡

2,396 (9%)

関東管内
2兆6,142
億円(100％)



〇 管内の野菜指定産地数は、261産地（令和８年５月８日現在）となっており、全国（881産地）の30％を占めて

いる。
〇 都県別の野菜指定産地数は、群馬県が51産地で最も多く、次いで長野県が49産地、千葉県が43産地と

なっている。

〇 指定野菜15品目のうち、農業産出額（令和６年）が全国順位１位となっている品目は、さといも（埼玉県） 、
だいこん（千葉県）、にんじん（千葉県）、ねぎ（埼玉県）、はくさい（茨城県）、ピーマン（茨城県）、レタス（長野

県）及びほうれんそう（群馬県）で、計８品目である。

都県別野菜指定産地

● 管内の野菜指定産地

※ 指定野菜とは、野菜生産出荷安定法に基づき政令で定められた、キャベツ、きゅうり、さといも、だいこん、トマト、なす、にんじん、ねぎ、
はくさい、ピーマン、ブロッコリー、レタス、たまねぎ、ばれいしょ、ほうれんそうの15品目をいう。
※ 野菜指定産地とは、野菜生産出荷安定法に基づき、指定野菜の集団産地として育成していく必要があると認められる産地を農林水産大臣が都
道府県知事の申出を受けて指定したもの。
※ 資料：関東農政局調べ ３

都道府県 産地数 作付面積(㏊) 収穫量(t） 出荷数量(t)

全 国 881 153,650 6,253,310 5,757,170 

関 東 261 39,743 1,734,692 1,607,848 

茨城 29 5,929 274,731 256,194 

栃木 29 1,142 53,405 49,554 

群馬 51 8,754 439,720 401,590 

埼玉 23 2,266 75,592 65,811 

千葉 43 6,973 277,867 260,960 

神奈川 10 1,919 112,448 104,096 

山梨 7 202 9,440 8,564 

長野 49 10,429 426,164 399,808 

静岡 20 2,129 65,325 61,271 



キャベツ

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、群馬県が197億円で全国２位、千葉県が123億円で全国３位となってお

り、管内全体では全国の41％を占めている。
〇 春キャベツ（４～６月）は、千葉県や神奈川県の温暖地帯、夏秋キャベツ（７～10月）は群馬県や長野県の高

冷地、冬キャベツ（11月～翌３月）は再び温暖地帯である千葉県や神奈川県での収穫が盛んである。これら

管内産地によるリレー出荷により、周年出荷体制が整えられている。
○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春キャベツは千葉県銚子市が32,800tで、夏秋キャベツ

は群馬県嬬恋村が228,100tで、冬キャベツは千葉県銚子市が37,400tで、それぞれ管内１位となっており、首

都圏の需要を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（葉菜類）

品目別農業産出額

銚子市
春（１位）
冬（１位）

三浦市
春（２位）
冬（２位）

横須賀市
春（３位）
冬（３位）

嬬恋村
夏秋（１位） 長野原町

夏秋（２位）

南牧村
夏秋（３位）

令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」
４

愛知 360 

(24%)

群馬 197 

(13%)

千葉 123 

(8%)茨城 108 

(7%)
鹿児島 89

(6%)

その他 601 

(41%) 全国
1,478億円
(100％)

春キャベツ

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 千葉県 銚子市 32,800

2 神奈川県 三浦市 27,800

3 神奈川県 横須賀市 5,970

夏秋キャベツ

順位
夏秋（当年７月～当年10月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 群馬県 嬬恋村 228,100

2 群馬県 長野原町 13,300

3 長野県 南牧村 12,600

冬キャベツ

順位
冬（当年11月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 千葉県 銚子市 37,400

2 神奈川県 三浦市 7,970

3 神奈川 横須賀市 7,960



ほうれんそう

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、群馬県が92億円で全国１位、埼玉県が75億円で全国２位となっており、

管内全体では全国の48％を占めている。
〇 雨風で葉が痛みやすい品目であるが、雨除けハウスの活用により安定した出荷が可能となっている。

○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、群馬県昭和村が7,430tで、管内１位となっており、首都

圏の需要を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（葉菜類）

品目別農業産出額 令和６年産収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 ５

太田市（２位）

伊勢崎市（３位）

昭和村（１位）

ほうれんそう

順位 都県 市町村 収穫量（t）

1 群馬県 昭和村 7,430

2 群馬県 太田市 6,230

3 群馬県 伊勢崎市 2,340

群馬 92 

(11%)

埼玉 75 

(9%)

茨城 72 

(9%)

千葉 65 

(8%)

岐阜 56 

(7%)

その他 482 

(57%)

全国
842億円
(100％)



レタス

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、長野県が262億円で全国1位、茨城県が159億円で全国２位となってお

り、管内全体では全国の60％を占めている。
〇 春レタス（４～５月）、 冬レタス（11月～翌３月）は比較的温暖な茨城県、夏秋レタス（６～11月）は長野県や

群馬県の高冷地での生産が盛んである。これら管内産地のリレー出荷により周年出荷体制が整えられてい

る。
○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春レタスは茨城県坂東市が8,740t、夏秋レタスは長野

県川上村が85,600t、冬レタスは茨城県坂東市が13,500tで、それぞれ管内第１位となっており、首都圏の需要

を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（葉菜類）

品目別農業産出額 令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 ６

長野 262 

(27%)

茨城 159 

(16%)

静岡 61 

(6%)
兵庫 55 

(6%)

群馬 53 

(5%)

その他 398 

(40%) 全国
988億円
(100％)

春レタス

順位
春（当年４月～当年５月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 8,740

2 群馬県 昭和村 8,320

3 長野県 塩尻市 5,490

夏秋レタス

順位
夏秋（当年６月～当年10月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 長野県 川上村 85,600

2 群馬県 昭和村 29,300

3 長野県 南牧村 23,300

冬レタス

順位
冬（当年11月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 13,500

2 茨城県 古河市 6,190

3 茨城県 境町 4,660

塩尻市
春（３位）

南牧村
夏秋（３位）

川上村
夏秋（１位）

境町
冬（３位）

坂東市
春（１位）
冬（１位）

古河市
冬（２位）

昭和村
春（２位）
夏秋（２位）



はくさい

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、茨城県が204億円で全国1位、長野県が167億円で全国２位となってお

り、管内全体では全国の66％を占めている。
〇 春はくさい（４月～６月）は比較的温暖な茨城県、 夏はくさい（７月～９月）は長野県の高冷地、秋冬はくさい

（10月～翌３月）は再び茨城県を中心に生産が盛んである。これら管内産地によるリレー出荷により、周年出

荷体制が整えられている。
○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春はくさいは茨城県八千代町が14,000t、夏はくさいは

長野県南牧村が45,800t、秋冬はくさいは茨城県八千代町が48,100tで、それぞれ管内１位となっており、首都

圏の需要を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（葉菜類）

品目別農業産出額

結城市
秋冬（２位） 八千代町

春（１位）
 秋冬（１位）

坂東市
春（２位）

古河市
秋冬（３位）

小海町
 夏（３位）

南牧村
春（３位）
夏（１位）

川上村
夏（２位）

令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 ７

茨城 204 

(30%)

長野 167 

(25%)

長崎 22

(3%)

群馬 22 

(3%)

埼玉 19 

(3%)

その他 245 

(36%) 全国
679億円
(100%)

春はくさい

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 八千代町 14,000

2 茨城県 坂東市 7,640

3 長野県 南牧村 6,290

夏はくさい

順位
夏（当年７月～当年９月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 長野県 南牧村 45,800

2 長野県 川上村 41,300

3 長野県 小海町 19,600

秋冬はくさい

順位
秋冬（当年10月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 八千代町 48,100

2 茨城県 結城市 33,100

3 茨城県 古河市 18,600



ねぎ

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、埼玉県が180億円で全国1位、千葉県が140億円で全国２位となってお

り、管内全体では全国の41％を占めている。
〇 春ねぎ（４月～６月）は茨城県・千葉県、 夏ねぎ（７～９月）は茨城県・長野県、秋冬ねぎ（10月～翌３月）は

埼玉県・茨城県を中心に生産されている。これら管内産地のリレー出荷により、周年出荷体制が整えられて

いる。
○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春ねぎ及び夏ねぎは茨城県坂東市が8,040t及び

5,060t、秋冬ねぎは玉県熊谷市が4,700tで、それぞれ管内1位となっており、首都圏の需要を支える重要な産

地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（葉菜類）

品目別農業産出額 令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 ８

埼玉 180 

(11%)

千葉 140 

(9%)

茨城 138 

(8%)

大分 110 

(7%)

北海道 72 

(4%)

その他 

1,001 

(61%)

全国
1,641億円
(100％)

春ねぎ

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 8,040

2 千葉県 山武市 1,430

3 千葉県 横芝光町 816

夏ねぎ

順位
夏（当年７月～当年９月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 坂東市 5,060

2 茨城県 境町 1,550

3 長野県 松本市 1,180

秋冬ねぎ

順位
秋冬（当年10月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 埼玉県 熊谷市 4,700

2 茨城県 坂東市 3,750

3 千葉県 山武市 3,590

坂東市
春（１位）
夏（１位）
秋冬（２位）

山武市
春（２位）
秋冬（３位）

横芝光町
春（３位）

境町
夏（２位）

熊谷市
秋冬（１位）

松本市
夏（３位）



● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（果菜類）

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、群馬県が155億円で全国２位、埼玉県が116億円で全国４位となっており、

管内全体では全国の34％を占めている。
〇 冬春きゅうり（12月～翌６月）は比較的温暖な千葉県や群馬県、埼玉県での生産が盛んである。また、施設栽培により、

周年栽培が可能となっている。

○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、夏秋きゅうりは埼玉県深谷市が4,590t、冬春きゅうりは千
葉県旭市が10,800tで、それぞれ管内１位となっており、首都圏の需要を支える重要な産地となっている。

きゅうり

品目別農業産出額 令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 ９資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」

宮崎 208 

(13%)

群馬 155 

(10%)

福島 131 

(8%)

埼玉 116 

(7%)

千葉 85 

(5%)

その他 903 

(57%)

全国
1,598億円
(100％)

夏秋きゅうり

順位
夏秋（当年7月～当年11月）

都県 市町村 収穫量(t)

1 埼玉県 深谷市 4,590

2 群馬県 前橋市 3,940

3 群馬県 伊勢崎市 3,260

冬春きゅうり

順位
冬春（当年12月～翌年6月）

都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 旭市 10,800

2 群馬県 板倉町 8,520

3 埼玉県 深谷市 8,500

深谷市
夏秋（１位）
冬春（３位） 旭市

冬春（１位）

板倉町
冬春（２位）

前橋市
夏秋（２位）

伊勢崎市
夏秋（３位）



ピーマン

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、茨城県が159億円で全国１位となっており、管内全体では全国の28％を占めて

いる。
〇 茨城県では温暖な気候と、水はけの良い土壌を活かした生産が盛んであり、施設栽培により周年供給が可

能となっている。

○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、茨城県神栖市が夏秋ピーマン、冬春ピーマンでそれぞ
れ8,300t、19,500tと管内１位となっており、首都圏の需要を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（果菜類）

品目別農業産出額

神栖市
夏秋（１位）
冬春（１位）

塩尻市
夏秋（３位）

長野市
夏秋（２位）

令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」
10

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」

茨城 159 

(24%)

宮崎 119 

(18%)

鹿児島 61 

(9%)

高知 59 

(9%)

岩手 34

(5%)

その他 236 

(35%)
全国

668億円
(100％)

夏秋ピーマン

順位
夏秋（当年６月～当年10月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 神栖市 8,300

2 長野県 長野市 275

3 長野県 塩尻市 235

冬春ピーマン

順位
冬春（当年11月～翌年５月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 茨城県 神栖市 19,500



だいこん

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、千葉県が125億円で全国１位となっており、管内全体で全国の33％を

占めている。
〇 千葉県や神奈川県では温暖な気候を活かした、春だいこんや冬だいこんの生産が盛んである。

○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春だいこんは千葉県銚子市が22,100t、夏だいこんは

群馬県沼田市が4,930t、秋冬だいこんは神奈川県三浦市が52,800tで、それぞれ管内１位となっており、首都
圏の需要を支える重要な産地となっている。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（根菜類）

品目別農業産出額

銚子市
 春 （１位）
秋冬（２位）

旭市
春（３位）

市原市
 春 （２位）
秋冬（３位）

那須塩原市
夏（３位）

沼田市
夏（１位）

片品村
夏（２位）

三浦市
秋冬（１位）

令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 11

千葉 125 

(13%)

北海道 93 

(10%)

鹿児島 77 

(8%)

青森 69 

(7%)

神奈川 57 

(6%)

その他 510 

(55%)

全国
931億円
(100％)

春だいこん

順位
春（当年４月～当年６月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 千葉県 銚子市 22,100

2 千葉県 市原市 5,180

3 千葉県 旭市 3,860

夏だいこん

順位
夏（当年７月～当年９月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 群馬県 沼田市 4,930

2 群馬県 片品村 3,880

3 栃木県 那須塩原市 495

秋冬だいこん

順位
秋冬（当年10月～翌年３月）

都県 市町村 収穫量（t）

1 神奈川県 三浦市 52,800

2 千葉県 銚子市 38,100

3 千葉県 市原市 6,920



にんじん

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、千葉県が116億円で全国１位となっており、管内全体では全国の30％

を占めている。
〇 千葉県では温暖な気候を生かし、冬にんじんの生産が盛んである。

○ 管内産の収穫量（令和６年産）を市町村別にみると、春夏にんじんは千葉県船橋市が1,640tで、冬にんじん

は千葉県富里市が18,600tで、それぞれ管内１位となっており、首都圏の需要を支える重要な産地となってい
る。

● 野菜指定産地主要品目の農業産出額及び季節別収穫状況（根菜類）

品目別農業産出額 令和６年産季節区分別収穫量（指定産地・管内上位３市町村）

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 12

千葉 116 

(19%)

徳島 96 

(15%)

北海道 82 

(13%)

長崎 42 

(7%)

熊本 41 

(7%)

その他 249 

(40%) 全国
626億円
(100％)

春夏にんじん

順位
春夏（当年4月～当年7月）

都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 船橋市 1,640

2 埼玉県 熊谷市 1,600

3 千葉県 八街市 1,480

冬にんじん

順位
冬（当年11月～翌年3月）

都県 市町村 収穫量(t)

1 千葉県 富里市 18,600

2 千葉県 八街市 15,200

3 茨城県 鉾田市 8,310

船橋市
春夏（１位）

八街市
春夏（３位）
冬（２位）

鉾田市
冬（３位）

富里市
冬（１位）

熊谷市

春夏（２位）



いちご

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、栃木県が303億円で全国１位となっており、管内全体では全国の36％

を占めている。
〇 管内産の収穫量（令和６年産）を県別にみると、全国上位10県以内に管内の４県が入っており、栃木県が

25,700t（全国１位）で最も多く、次いで静岡県が10,100t（同５位）、茨城県が9,970t（同６位）、千葉県が6,590t

（同８位）の順となっている。

● 果実的野菜類の農業産出額及び県別収穫量

品目別農業産出額 令和６年産県別収穫量と全国シェア（全国上位10県まで）

１位：栃木県
25,700t（16.4%）

６位：茨城県
9,970t(6.4%)

８位：千葉県
6,590t(4.2%)

５位：静岡県
10,100t(6.4%)

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 13

栃木 303 

(14%)

福岡 233 

(11%)

熊本 168 

(8%)

静岡 133 

(6%)
長崎 132 

(6%)

その他 

1,175 

(55%)

全国
2,144億円
(100％)

全国順位 都道府県 収穫量 全国シェア

位 ｔ %

1 栃木 25,700 16.4

2 福岡 14,400 9.2

3 熊本 11,100 7.1

4 愛知 10,500 6.7

5 静岡 10,100 6.4

6 茨城 9,970 6.4

7 長崎 9,600 6.1

8 千葉 6,590 4.2

9 佐賀 5,790 3.7

10 宮城 5,160 3.3

－ 全 国 156,600 100



メロン

〇 品目別農業産出額（令和６年）では、茨城県が152億円で全国１位となっており、管内全体では全国36％を

占めている。
〇 管内産の収穫量（令和６年産）を県別にみると、全国上位10県以内に管内の３県が入っており、茨城県が

36,900t（全国１位）で最も多く、次いで千葉県が8,130t（同６位）、静岡県が5,320t（同８位）の順となっている。

● 果実的野菜類の農業産出額及び県別収穫量

品目別農業産出額

１位：茨城県
36,900t(26.8%)

６位：千葉県
5,320t(5.9%)

８位：静岡県
5,320t（3.9%）

令和６年産県別収穫量と全国シェア（全国上位10県まで）

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計（R６）」 14

資料：農林水産省「生産農業所得統計（R６）」

茨城 152 

(21%)

熊本 126 

(18%)

北海道 118 

(17%)

静岡 70 

(10%)

山形 41 

(6%)

その他 200 

(28%)

全国
707億円
(100％)

全国順位 都道府県 収穫量 全国シェア

位 ｔ %

1 茨城 36,900 26.8

2 熊本 20,900 15.2

3 北海道 19,100 13.9

4 山形 9,020 6.6

5 愛知 8,550 6.2

6 千葉 8,130 5.9

7 青森 6,820 5.0

8 静岡 5,320 3.9

9 秋田 3,210 2.3

10 鳥取 1,070 0.8

－ 全 国 137,500 100



北海道 

2,502 

(7%)

東北 3,529 

(9%)

関東 9,858 

(26%)

北陸 864 (2%)

東海 3,398 

(9%)

近畿 2,130 

(6%)

中国四国 

4,032 

(11%)

九州 

10,072 

(27%)

沖縄 891 (2%)

全国
37,278ha
(100％)

● 園芸用施設面積

〇 管内の園芸用施設面積は9,858haで、九州に次いで施設栽培が盛んに行われている。

〇 管内の園芸用施設の８割が野菜の栽培に利用されており、都県別でみると野菜の主産地である茨城県が
3,066ha、千葉県が1,526haで、両県で管内の46％を占めている。

〇 管内では果菜類や果実的野菜類等の多様な品目において施設が活用されており、施設栽培により周年か

つ計画的生産が行われ、安定的な供給に寄与している。

資料：農林水産省「ガラス室・ハウス設置状況（栽培用）
（令和５年11月1日～令和６年10月31日間の栽培に使用したもの）

園芸用施設設置面積（全国） 園芸用施設設置面積（関東） 園芸用施設面積に占める
主要部門の利用割合

15

関東管内
9,858ha
(100％)

野菜用 

27,519 

(74%)

花き用 

5,186 

(14%)

果樹用 

4,573 

(12%)

野菜用 

8,077 

(82%)

花き用 

1,315 

(13%)

果樹用 466 

(5%)

全国
37,278ha
(100％)

関東管内
9,858ha
(100％)

茨城 3,066 

(31%)

栃木 1,104 

(11%)
群馬 1,188 

(12%)

埼玉 930 

(9%)

千葉 1,526 

(15%)

東京 143 

(1%)

神奈川 268 

(3%)

山梨 220 

(2%)
長野 775 

(8%)

静岡 640 

(6%)

（単位：ha） （単位：ha）（単位：ha）



● 次世代施設園芸

〇 気候に左右されず、野菜等の安定供給を確保するためには、ICTを活用した高度な環境制御を行い、周年・

計画生産を行う次世代施設園芸の推進が重要である。
〇 南北に長い日本の自然条件等に適した次世代施設園芸を確立するため、全国10カ所にモデル拠点を整備

し、管内では埼玉県と静岡県の２カ所に次世代施設園芸拠点が整備されている。

埼玉県拠点（久喜市）【2017年１月完成】

栽培面積：3.3ha
品目：トマト
目標：30t/10a
地域エネルギー：木質バイオマス

静岡県拠点（小山町）【2016年１月完成】

栽培面積：4.0ha
品目：高糖度トマト・高糖度ミニトマト
目標：7.0t/10a（高糖度トマト）

   3.0t/10a（高糖度ミニトマト）
地域エネルギー：木質バイオマス

資料：農林水産省「施設園芸をめぐる情勢」
16



（参考）農業産出額の全国順位が上位の品目（令和６年）

17

メロン１位

かんしょ１位

ピーマン１位

れんこん１位

こまつな
１位

きょうな
（みずな）

１位

チンゲン
サイ１位

レタス２位

いちご１位

きゅうり
２位

なす３位

さといも
１位

ねぎ１位

ほうれん
そう１位

キャベツ３位

ねぎ２位

えだまめ
２位

にんじん
１位

さやいん
げん１位

かぶ１位

こまつな
４位

だいこん５位

レタス１位

はくさい
１位

セルリー１位

いちご４位

しゅんぎく
２位

ほうれん
そう３位

にら２位

ほうれん
そう２位

メロン４位

ししとう２位

かぶ２位

かぼちゃ２位

にら３位

スイート
コーン２位

スイート
コーン
３位はくさい２位

レタス３位

かんしょ３位

しょうが２位

チンゲンサイ２位

みつば１位

みつば
２位

マッシュ
ルーム１位

マッシュ
ルーム３位

スイートコーン
５位

ブロッコリー４位

すいか３位

非結球つけな１位

非結球つけな２位

えだまめ
１位

キャベツ５位

こまつな
３位

ねぎ３位

だいこん
１位

みつば
４位

玉ねぎ５位

「令和６年生産農業所得統計」
茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県 全国順位3位までの野菜
栃木県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県 全国順位5位までの野菜

マッシュルーム
４位

やまのいも
５位

キャベツ
２位

やまのいも
３位

セルリー２位

静岡県

埼玉県

千葉県
東京都

神奈川県

山梨県

長野県
栃木県

群馬県

茨城県

ブロッコリー
３位 えだまめ３位

アスパラガス３位

にんにく５位
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